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1. 実験目的(Objectives of experiment)

我々は市販のノニオン及びアニオン界面活性剤を混合することにより，新しい物性を持つ界面

活性剤ミセルを検討している．今回の実験では，4 wt%塩存在下でノニオン界面活性剤濃度を 4 

wt%に固定してアイオン界面活性剤濃度を変化させた実験を行うことで，ノニオン及びアニオン

界面活性剤混合系におけるアニオン界面活性剤が及ぼす影響を調べることを目的として実験を

行った．

2. 試料及び実験方法

  Sample(s), chemical compositions and experimental procedure

2.1 試料 (sample(s))
実験に供した界面活性は，ノニオン界面活性剤としてはポリオキシエチレンアルキルフェニル

エーテルを，アニオン界面活性剤としては-オレフィンスルホン酸塩(AOS）及びドデシル硫酸ナ

トリウム(SDS)を用いた．すべてのサンプルは，それぞれの界面活性剤を重水に溶解させて調

整した．

2.2 実験方法(Experimental procedure)
サンプル溶液は石英セルに光路長 1 mm で封入し，J-PARC MLF BL20 iMATERIA におい

て，中性子小角散乱測定を実施した．
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3. 実験結果及び考察 （実験がうまくいかなかった場合、その理由を記述してください。）

  Experimental results and discussion．If you failed to conduct experiment as planned, please describe reasons.

図 1 は，4 wt% 塩存在下でノニオン界面

活性剤濃度を 4 wt%で固定して，アニオン

界面活性剤濃度を変化させた際の SANS
スペクトルを示す．なお，アニオン界面活性

剤濃度とは AOS と SDS を合計したもので，

それぞれを等量混合した濃度である．アニ

オン界面活性剤濃度によってミセル構造の

大きな変化はなさそうであるが，q < 0.6 Å-1

の領域で若干の違いが認められた．構造

因子を含めたフィッティングを現在検討中で

ある．

4. 結論(Conclusions)

4 wt% 塩存在下でノニオン界面活性剤濃度を 4 wt%で固定して，アニオン界面活性剤濃度を

変化させた際のミセル構造の変化を，中性子小角散乱測定を用いて調べた．q < 0.6 Å-1 の領域

で若干の違いが認められたため，アニオン界面活性剤には粒子間相互作用を変化させる影響

があると考えられた．さらに考察を進めるために，構造因子を含めたフィッティングを検討予定．
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図1. ノニオン界面活性剤濃度 4 wt%で，
アニオン界面活性剤濃度を変化させた
際のSANSスペクトル


